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大阪平野を含む大阪堆積盆地に分布する沖積層について，ペレトロン年代測定装置によって高密度の１４C 年

代測定を実施し，高い時間分解能（数十年～百年オーダー）で沖積層の形成過程を解明するための基礎資料

を得た．今後，沖積層の各種層序学的研究と地盤特性の研究を進める予定である． 
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１．目的  日本の海岸平野には最終氷期以降に形成された沖積層が厚く発達する．日本の大都市の多くは

海岸平野に立地しており，都市地盤災害の低減などにはその形成過程や地盤特性を解明する必要がある．本

研究は，大阪平野や大阪湾を含む大阪堆積盆地に分布する沖積層（難波累層）を例にして，沖積層の形成過

程，大阪平野の発達過程を明らかにするとともに，平野の地盤特性と沖積層形成過程や平野発達過程との関

連を解明することを目的とする． 

 

２．方法 大阪平野で掘削したボーリングコアについて，沖積層の岩相層序や微化石を用いた生層序，地球

化学的・地球物理的データを用いた層序などを統合して，沖積層の堆積・累重史，地盤特性を解読する．そ

して，ペレトロン年代測定装置による 14C年代測定結果を基に，高い時間分解能（数十年～百年オーダー）で

大阪平野沖積層の形成過程，大阪平野の発達過程を明らかにする．また，他地域に分布する沖積層について

も，平野の地盤特性と沖積層形成過程や平野発達過程との関連を解明する． 

 

３．研究成果 昨年度は大阪市福島区吉野の新家公園で掘削された沖積層中の貝殻片・木片試料（深度 2.7

～28.9m），合計 28 試料，大阪市西淀川区西中島の新淀川で掘削された沖積層中の貝殻片（深度 0.9～21.9m），

合計 15 試料，東大阪市新庄のかわちの高校で掘削した沖積層中の貝殻片・木片試料（深度 5.2～14.1m），合

計 12 試料の年代測定を行った．今年度上期は，京都巨椋池干拓地で掘削した沖積層中の 5試料の木片，長崎

湾で掘削した沖積層中の 5 試料の貝殻片の年代測定を行った．試料は原子力機構で洗浄，二酸化炭素精製お

よびグラファイト化等の前処理が行われた後，ペレトロン年代測定装置を用いて年代測定を行った．得られ

た 14C年代は較正曲線INTCAL04 を使用して暦年代に較正した． 

 

４．結論・考察 昨年度実施した西大阪の福島区吉野ボーリングコア，西淀川区西中島ボーリングコア，東

大阪市新庄ボーリングコアの年代測定結果を基に，大阪平野の沖積層形成過程の概要を明らかにすることが

できた．また，微化石・化学分析などの層序学的研究や物理特性などの土質力学的研究を行い，沖積層の形

成過程と地盤特性の概要が解明できた．今年度上期で明らかにした京都府久世郡の巨椋池干拓地沖積層の年

代測定結果（5 試料）から，古淀川の大阪平野への堆積物供給量変化を検討した．また，長崎湾沖積層の年

代測定結果（5 試料）に基づき，海進・海退現象に伴う沖積層の形成過程を検討し，大阪平野の沖積層形成
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過程と比較を行った．京都・長崎の試料に関しては，年代測定や微化石分析，化学分析を行い，沖積層の形

成過程を詳細に解明する予定である．  
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